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１
一体壁構造
ビートルパイルと後打ち鉄筋コンクリート部とを合成した地
下壁で、一体壁構造と評価できる構造体です。

２
高い止水性
通常鋼矢板と同様の嵌合継手を有するため、継手部を止水す
ることで、より高い止水性を発揮できます。

３
近接施工
通常鋼矢板と同様の油圧圧入機で施工可能であり、狭隘箇所
での施工や近接施工が可能です。

４
敷地有効利用
本仮設兼用構造であるため、限られた敷地内で構造物を最大
限の広さに築造でき、敷地を有効利用することが可能です。

５
工期短縮
地下壁構築の施工数量［外足場組立・解体、外型枠組立・解体、鉄筋組立、コンクリート、側壁部防水工、
埋戻し工］が削減できるため、工程が省略でき工期短縮が可能です。

技術（工法）の概要

技術（工法）の特徴

J-WALL Ⅱ工法は、合成構造用鋼矢板（製品名：ビートルパイル）を仮土留め壁として利用し、地盤掘削後に
後打ち鉄筋コンクリート部と一体化させることにより、本設の合成地下壁を構築する技術です。一体壁構造と評価
できるため、薄い壁厚で高剛性・高耐力の合成地下壁を構築可能な工法と言えます。

合成地下壁（J-WALLⅡ）構造断面（例）
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技術審査の結果の概要

仮土留め壁兼用である合成構造用鋼矢板「ビートルパイル」と後打ち鉄筋コンクリート部とが一体となって外力
（作用）に抵抗する合成地下壁の構築を目的として、施工性と構造性能を確認しました。詳細は以下のとおりです。

押し抜きせん断実験によるシヤコネクタ部のずれせん断耐力評価と、合成壁の梁曲げ実験による曲げ耐力評価を
実施し、最大荷重時まで合成構造用鋼矢板「ビートルパイル」と後打ち鉄筋コンクリート部とが一体壁構造として
挙動することを確認しました。

汎用の油圧圧入機を用いて、ビート
ルパイルとハット形鋼矢板の打設実験
を行い、同程度の打設性能［打設可能
長さ、圧入圧力、歩掛］を有すること
を確認しました。

水洗浄でビートルパイルの壁面やＴ形
鋼フランジ内の洗浄実験を行い、従来の
鋼矢板と同様の方法で洗浄が可能なこと
を確認しました。

１．施工性

３．一体壁構造としての性能

押し抜きせん断実験結果 合成壁の梁曲げ実験結果

２．洗浄可能性

合成壁の梁曲げ実験状況
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f'c：ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮強度
Ec：ｺﾝｸﾘｰﾄの弾性係数
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技術（工法）の適用範囲

本工法の適用範囲は、ビートルパイルが本体構造物の部材として適用可能な性能を有するように設計・施工され、
かつビートルパイルと後打ちコンクリート部が一体性能を有するように設計・施工される範囲です。

ビートルパイルの打込み可能長さおよび適用地盤条件の範囲は、通常のハット形鋼矢板の目安を参考とします。

（（一社）鋼管杭・鋼矢板技術協会資料より）

施工法 鋼矢板形式
打込み可能長さ

（m）

適用地盤条件（砂質土）

最大N値 平均N値

油圧圧入
（単独工）

25H 25 25以下 12以下

10H 12 25以下 8以下

油圧圧入
（ウォータージェット併用）

25H 25 50以下 20以下

10H 14 50以下 20以下

バイブロハンマ
（単独工）

25H 20 30以下 12以下

10H 16 20以下 8以下

バイブロハンマ
（ウォータージェット併用）

25H 30 80以下 32以下

10H 22 40以下 16以下

ハット形鋼矢板の打込み可能長さの目安

形式
断面積

断面二次
モーメント

断面係数
凸側

(T形鋼側 )
凹側

cm2 cm4 cm3

【T形 -106× 204× 12× 18】
＋

【JFESP-25Ｈ】
192.32 41,836 2,123.7 1,910.3

【T形 -106× 204× 12× 18】
＋

【JFESP-10Ｈ】
158.31 23,158 1,438.4 1,251.8

合成構造用鋼矢板「ビートルパイル」の断面寸法および断面性能
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報告書（技術審査の詳細）の入手を希望される方は下記までお問い合わせ下さい。
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